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5. 支間々作ダイズにおけるダイズネモク リノく工の発生について .ダイズネモグ.)バエに関す

る山頂学的研死 第5報せ 柴辻鉄太郎 (出林省 東北放菜試験場)31.10.′22受理

' 謹 ん で 暴 川 忠 官 博 士 の せ 稀 を祝 賀 し奉 ろ.

畑地利用の.ため･~ダイズを支間に栽培す早ことが多いので･間作ダイズについてダイズネモダI)バ ,
土の発生を調査した結乳 単作した場合にくらべると,全般的に加苔が少なかつた.これは,さき

に棚岱した成虫の活動性と環境条件との関係からみると,間作畑では氾皮.光および凪などの環境

凹手が成虫の活動に好適でない場面が多く, このため成虫の頒まりが少いからである. しかし,聞 ＼

作すると幼山の生存率が拓くなること, また, これらの環境条件は間作様式のらがいで変り,成虫

のhTi助に好適条件となって,かえって,加害を増大するおそれもあるので;発生の多い地iifでは間

作様式をよく考える必要がある.

射地利mや輪作体系の上から._ダイズを支間々作とI
して叔哨することが,かなりひんぽんに行われている.

ところが,ダイズネモダリバエ MelanagromygαSp.

はダイズの幼-Bの時代にだけ発生する等山であるため,､

このような泣FLil々 作のダイズでは,成虫の発生当時は'

ダイズが滋でおおわれ 発生の終J掛こなって表が刈取

られらこととなる.したがって,こうした間作の条件

のこFで栽培されたダイズでは,叫作した場合,にくらペ
てダイズネモ,/I)バ主の発生の状態がかなり只なるこ

とが考えられる.このような見地から1950年,支間に

冊作胡増したダイズについてこの虫の発生の状旗をた

しかめ,あわせて防除の悶超との関係を究明した.こ

こにその結栄を報告する.

叙述するに当り,樫閲をいたT:'いた宋北大学教授加

)7秦陸奥柾畑土,ならびに実験に際して有益な助言を与

えられた三試大学助教授山下善平氏に厚くお礼を申上I
げる.また,背野登･丹良沢忠雄 ･渡辺折悦の諸氏はい

ろいろと3'Ufに助力された.記して感謝の志を袈する.

実験材料と方法

当切胡EPI耶1部のiTu年にJi;鈴甥を机見た田城を用い,

これに小ま･出杯24号を栽培して,その畦間にダイズを

fLt)作し7こ区と増作区を設けて実験した.

lN作区は旺巾2尺.探聞4寸として.小麦を9月25

r]にチドT)揃えに招柾した.施肥塁その他の桝種法は

湖蛸邦1班の規準どおりである･降雪前に薬剤を撒申

したこと .ゝまた,ち.i雪がわりあい少かった'ので,小

i:'この研兜の要旨は昭和26年 (1951)4月,日本良学

会大会応用動物 J日本応用昆虫学会合同分科会にお

いて棚告LT:.
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麦の越冬はきわめて良好であった.

,ダイズ梓陸羽27号を5月23日に描超した･叫作区は

畦巾2尺,珠問5寸の1本立とした.間作区は小出が

出柑始めであったので,睦の片面を鍬TJだけ削って肥

料を施し,qi作と同じように招班し,株間5寸の1本

立とした.したがって,発芽後のダイズは小まの旺ILU

の中火からやや片寄った場所で生育すること なゝった.

ダイズネモダリバェは.発芽揃の5月31日から7月

13日まで.侮日各区の成虫実在数を調べるとともに,

5日毎に1蛇から2本ずつ全旺を械断しながら,合計

20本を抜き取って,那,幼虫,焔の数を調志した.ダ

イズは田場にあるまま,あるいは抜取った胴体につい

て群馬.茎長,節数,築数などの生育を調査した.

また,環境解析のため6略 10時,14時および18鴫

の4回にわたって前轍1)のように串敵 地際部.地上

および地下 5cm. の氾度および湿度を測定した.な

れ この実験では矧こ成虫の発生の変化を知るため,

発生の盛期に照度.風速,日射虫も測起した.

実 験 の 結 果

ダイズP発芽は単作区と間作区とではほとんどらが

わなかった.そして,間作区では6月29日に小父を刈

取ったが.これはダイズネモグT)バエ成虫の発由 )''終

りに近い頃であった.したがって/間作区のダイズは

成虫の発生全期間を小安の鰭で生育したこととなる.

つぎに,叩作区と間作区について.肋を追うてこの

告虫の発生とダイズのEE育.環境条件について述べる

こととする.

1) 間作および岬作ダイズにおけるダイズネモグー)

バ工の発生状況 -

/
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間作と叩作尻のダイズにあらわれた成山,那.幼山,

刑の純3u,を'和すと那1I､対のとおりである.
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Fig.1. Seasomlprevalenceofth㊤soybean

rootminerand/thegrowthofsoybeanplantS
atthefieldsofcatch-croppingandrnonoct】lture.

成虫はダイズが発芽するとmもなく.ほとんど剛寺

に両区にあらわれて超卵を始めるが.全般的にはrETg作

区には少く,発生の終りもやや遅い.すなわち,171作

ダイi･では発芽して1i郡司位で成虫が辰も多くあらわ

れる.間作ダイズにも同じように発芽とともに成虫が

多くあらわれるが;これは1時的で叩作の場合にくら

べるとわりあい少い･しかし.その数は少いけれども

発生はかえって叩作よりも遅くまでつづいている.発

生の全期間を流じて実在した成虫 (年前10時)の数は

間作区では86,'叩作区は15397iで,成虫の発生期間を

くらペるとiti作区では6月20日,間作区は6月25日ま

でで,それぞれ21日と24日間で,間作区にはやや遅く

まで成虫が活動しつづける一ようである.ヽ
このように間作区では印作区にくらべて成虫の発生

は少いが,応日の成虫の活動状況を概22Sすると,氾畷

桑天の時にはIli作区のダイズに実在する成虫が多い.

そして,市況または凧の払い時には間作区のダイズで

活動する胴体の多いのがみられる.したがって,相対

的には間作区には発生する成虫の数は少いけれども.

こうした天院状倍の変化にともなって,かえって叩作

区よhも多い頃合がある.

耶 22 選一Ⅰ

∴践卵は間作区では1託当り1.3,JTt作区では2.5m

で,JLq山の多いJTt作ダイズに多く.rLW.】作ダイズには少

い.縄卵の純矧 がIt作区では成虫のあらわれとはぼ平

行的であるが.(.TIJ作区は超卵が成dlの発生の後期にな

って多くなり,'その消長はかなりちがう.また,紹卵

の部位は節2回に示すとおり,岬作のダイズでは歴柏､

の地際郡を中心に多く.間作ダイズではiti作ダイズの

それと同様旺軸の地r郡部にも多いがそれより上方に散

らばって産むFI向があり,時には子弟より上の茎にも

産卵するという現象がみられる.
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Fig.2.IThelocationoEeggsdepositedon

thehypocotylofsoybeanplant(A)andthe

ratiooEsurvived､larVaetOtot-ale.ggs(B)at
thefieldsofczttch･croppingandmonoculture.

7月17日.22日の幼虫娼朋の調査では,間作ダイズ

では1芸当り平均 0.8.叩作ダイズには1.2頭で,間

作区には幼虫の71生が少い.そして.卵の場合と同じ

ように,叩作区にくらペて幼虫の盛期が遅れる.幼虫

の生TfJ率.すなわち縄下卵放た対する稲敷の割合は節

2図に示すとおりで.TLTrJ作ダイズでは幼虫の生存率が

たかい.したがって,産卵数が少いけれども,そのわ

りあいに幼血 畑のr/U生が多いちとになる･

2) 間作,ITi作栽培におけるダイズの生育
間作,1日作の両区ではダイズの発芽はらがわないが,
子弟が展開する頃から間作区のダイズは次郡に伸び始

め,徒長の様相があらわれる.小安刈取りまでのダイ

ズの生育状態は第1衣のとおりである.

Tab一e1. GrowthofsoybeanplantatthefieldsofcLTltCh･cropping.andmonoculture.

Date.ofobseⅣat王on 2/VⅠ7/VⅠ12/VⅠ 17/VⅠ 22/VⅠ27/VⅠ

Mono-cu一ture P7'lntheight(cm) 3.6 9.4 14.7 19.5 24.岳 25.8､

Ler,gthofhypo00ty1,(cm) 2.ら .4.6 4.5 4.5､ 4.6 4.5

Lengthorfirstinternode(cm) - 2｣0 6.0 6.8 7.0■ ■7.0

ThickncssoHirstint'ernode(mm) - - 2.1 ･p2.2. 2.5 2.6∴

Catch- Phnthcight(cm) - 3.6 6.8 9.6 13.3 17.5_ 19.7'
Le叩thofhypodotyt(cm) 1.8 2.7一 2.6 ･2.5 ?.8 ･2.8

Th;cknessofhypocotyl(mm) 2.3 2二7 2.7 ､t.3.2 3;1 5.8
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間作ダイズはいちじるしく茎が伸び.したがって革

揃が大きい.発芽後しばらくは,旺軸の太さは蝉作ダ

イズと変らないが,･長さが急に伸び始める･つづいて

節1即l】もいちじるしく伸長する･そして,第1節間

は仲良の始めから細い.しかし,初生qi柴の大きさ･

仰臥 山伯の時期はほとんど変化がない･したがって,
間作,榊乍両区のダイズでは,生育速碇はらがわない

が.rlは iよ芸茄の色が淡く,手動 )ら上は全体に弱々
しい様相となり.小麦の刈取り後もしばらくは生育が

丑g･3であるが,柴の色は次第に淡くなる.幼虫の矧 ヒ

宋肌 すなわち,7月中旬には生育も旺盛となって,

後者との芸はわりあい少くなる.

3) 間作,171作畑における気象環境

(.1U作州の蛇問はJli作の場合とちがって,気象要素の

変化はわりあい少い.氾嵐 風の変化が少く,したが

って,孤児も打い.間作,叫作ダイズの各部の温度群

杭の変化を示すと節3図のとおりで,間作区ではダイ

ズの 30cm′上の];式温はつねに叫作区よりも高く,地

J 上10cm,すなわち,ダイズの苛高部の気温も市目に

経過する.しかし,地際邪または地中温度は反対に間

作凶は(lLmである.温皮の日変化は,日中は日射また

は凪のW甥でこうした現象がつよくあらわれ 朝享た
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Fig.3. Thedailychangesoftheairand-soil

temperature,representedbythelaverageofevery
fivedays.
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は夕方になるとわりあい少い.むしろ,地中温度の場

合は朝方はかえって間作区の方が高い幌向がある.こ

のように.間作畑の温度の一般変化はダイズより上の

方は,.tP作畑よりも高温に憤いて1日の変化が大きく

地際部と地中温度は低温では較差が小さく,変化が少

い.
また,この温度の変化には凪が大きく彫蟹する.間

作区の小麦の旺間はいちじるしく風当りが弱い.矧こ
小麦の菜が光っている下の方は,強風の場合でもきわ

めて静穏状態であーる.さらにまた,このような芸柴が

繁茂しているため照度が低くなら,水分の訴発も少く

湿度は岬作区より高く経過する.府度は旺間の地衣両

では,晴天の場合でもqi作畑の半分以下であることが

多い.

したがって,こうしたいろいろな気象の条件はntl山

の活動,ダイズの生育に好響し,そのためダイズは組

長し,成虫のiiS釆も少く,多くの場合その活動も横位

であるのが観察される.なれ 小麦を刈放った後のけり

作畑では田鹿,風の状値はLli作畑とほとんどちがわな

くなるが,温度は上に述べた状僧がかなりの肘つづい

て,戯化末期の7月中旬になってIii作畑とほぼ同じ状

克宣となる.

考 察

ダイズを他の作物に間作または混作するとマメシン

クイガGrapholiLhaglycint.VOITellaMl).,キタバコガ

L9,,hidumbra.Hb.,E'メコガネAnomalarlLfoI

cupreaM 2).などの被告が少いといわれる. この火映

でもダイズを小麦の間作として栽培すると,Jli作した

場合にくらべてダイズネモグ1)バエの加語が少くなる

という緒か 判 られた.これは防除対第の1っとして

も注目されることがらである.すでに述べたように,

これは間作したダイズには成虫の活動が少いことにJ:

るものである.そこで,間作栽培とこの虫の発生につ

､いて,ダイズならびに環境条件との閑族を考然するこ

ととする.

ダイズの間作栽培と成虫の活動 :成虫の発生期IitJ
を通じて,毎日活動が盛んな年前10時に実在する成虫

の数を指標としてその合計をくらべると,′間作区はIli

作区のはば半分で,間作区のダイズには成虫の活動が

少い.しかし,これが蝉作と間作の両区の問でどの程

度にらがうかを,【叩TJのあらわれで示すと耶 4図のと

おりである.すなわち,活動する成虫は脚乍区には多

いけれども,間作区にはつねに少いとは配らないよう

である.むしろ,全体からみた棲息数は間作,111作と

で有意でない日が多い.とれはqi作区と間作区とのT和
に,成虫の活動に対してそれぞれ好適な条件の変化が

あって.そのため間作区でも日によろて成如 ,'多くな

＼
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Fig.4. Confidenceintervals王n90% relia-

bilityofdai一yoccurrenceofthesoy bean
rootmineratthefie一dsofcatch･cropping.lnd
monocul一ure.

る場合があるものと思われる.

このことについて,いま間作とlli作畑で成虫の活動

が環境条件とどのような関係にあるかを調査した結果

を示すとm5図のとおりである.成虫の発生癖糊の6

月6,7,8日の3日にわたって.2時間矧こ活動の消

長を調べたのであるが,●況凪 凪などの瑚硫条件の変
化と探い糊旅があるのがみらJit,ち.

6月6口はLj壬りで.わりあい紙配のnである.成dl
は概して11trr:区に多いが,IIrJ作区にもかなりのLl(がい

ち.そして,11時,15時にはIJi作区よりもかえって多:

い幌向をホしている.これは凪が強かったためである.

JTt作区との氾凪 照皮は相対的には差が少く,凪は171

作区ではいちじるしく強い･これK,くらべてILU作区の

畦問はわりあい静穏である.また,畔作区にいる成dl
ち,多くは間作畑の小安に近い風当りの弱い畦に舛ま､
っているのがみられ これからも強い凪がその活動に

っよく彫響していることがうかがわれた.7tETは昭れ

て,つよい日射のある日である.午抑 flはLT=倒的にIti
作区に成虫が多いけれども.Lf機 は間作区に多い.こ

れは市況によるものである.Pd'区のILTlJでJmF兜の差は大

きいが,そ咋こほ してW F区では77品既が成山の所動

限界 (只球目W.捌招l_Q:32-33O)を越える状腿であっ
たため,tmlLn皮の低いI即l;区の方へ成虫が移ったものと∫
みられる.これと同じような現象が8日の午後にもみ

られた.これらの叩火は,成虫の活動が氾凪 用度,

風などと搾い関係があが)ということからすれば当然

のことと思われる.

したがって,閃作区と叩作区とでは,環境条件は通

常fti作区が.q皮が強くて,適温の場合が多く,相対的

に間作区よりも好)15であることが多い.亘れ故,一般

には叩作区に成虫が多く,活動も盛んである.これに

対して間作区は.ITt作区での温度,風などの環境条件

が活動の限界を越すような場合には好適な逃避の場と＼

なって,成出のあらわれが多くなるものである･いnJ＼
かえれば,こうした粗度.照度,ノ風などの条件で,普

通の温暖,望天の場合には単作区に成虫が多く,とき

いという結果となる.ききに述べた間作,JTt作の両区
の間における成虫の日別変化はこうしたあらわれであ

るものといえよう.

ダイズのm作栽脚と柁卵: さて,｣二に述べたよう
に,成dlは詔噴泉作の変化にLL-hじてJW乍,間作の両区
を邦台として移り変っている.ところで,那1図に'Tt
したJ:うに.rLT-Jf'r:区では柁卵は少いが,その大部分は

発生の筏糊にL7r:まれる.つまり,成虫はダイズの発非
宙後に多いが,姓卵はこれと反対に発Il:.の後JgJになっ
て多い.いわば間作区では成虫は発/JIの初期に多くあ

らわれるが産卵個体が少く,後プ抑こ産卵活動のnLra休が

多いこととなる.このことは,fti作,一問作両区の環境

条件の相対性による成虫活動の変化によるものではな

いかと考えられる.嘩作区は,本来卜成虫の活動には

好適であり,そのため発生は多いけれども,上に述べ

た環境条件の変化で活動が抑圧tされた場合には,成虫

27/
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は間作区に移ることとな.る･したがって,発生の初期

には!?fd作区にこうした逃避,､作息の個体が大多数を占

めているわけであるが,氾皮が高い発生の後期に申作一

区が好適状頂でなくなるのに反して,間作区は比較的

に好適田城となt),活動個体を多くしたものと考えら
れる.I
また,r和作区では産卵部位が歴軸の各部に散らばる
帆句がある (節 2図). 間作のダイズは徒長して匪軸

が良く,全体に柔軟な感じがするが,.前の実験J)から

が鵬係するとは思われない.成虫の発生末期に発芽し

たダイズではト卵が旺軸の上方 に産まれる幌向があ

る巾ので,この点からすれば間作区には成虫の発生後

川に超卵が多いことは注目される.~この場合は徒長と

いう現毅に加えて,地驚部の温皮がわりあい低いこと

が,迎卵部位が散らばるこtにかなり彫響しているよ
うに.1iAわれる.l

ILTJ作叔坊のダJIJズと幼虫2)寄生: 間作区は産卵が
少いのにつづいて,､幼虫の寄生も少い.しかし,第2

回の幼山の生存率をみると,.間作区は幼虫の歩どまり

が171作区にくらべて有志に高いことがわかる.このこ

とは間作区が,たとえ産卵の絶対数が少いとしても加

uの両からすれば或大なことがらである.いま,時期

的に地山の生存伏態を吟味すると第6回のとおりで,

0. 1C r .,0 oQ･ 〝 ･.OOF,

.1rtI
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Fig.6. Thechangeofratioes ofliving
larvae to eggs in leach observed date.

Conlidenceinteryalsin90percentreliabi一ity.

幼虫の消長は各区とも生育が進むにつれてその数が減

少する1.間作区もその経過は次第に減少はするが,Bi一

作区では6月12日から17日までの間に減少の度合がか

なり大きいようである.間作区の幼虫の経過はやや遅

れているが,単作区ではこの当時は卿化後の若令幼虫

が段も多いとみられる時期である.したがって,･この一
頃の生存率の低下は,こうした若令幼虫の死亡による1
ものとみられよう.当時の地温は｢殻に高目に経過し

ている.′すなわち,卵,若令幼虫が棲息する附託の地

.28
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甑は.6月8-17日がかなり高く,これにくらペて間
作区はわりあい低目である.裸地状腿の増作とうつべ

い状態2)間作灼とでは,地温,土薮湿度などのいろい

ろな環境条件が蝉作畑が特に変化の大きいことが考え

､られる･こうした土壌環境の変動が若令幼虫の生育に

彫響することは当然想像される.蝉作畑のこのような

変動にくらべて,間作畑ではそれが少く,したがって.

幼虫はその生育を乱されることがわりあい少いのであ

′ろう.また,ダイズを避播きすると産卵が少く,幼虫

の生存率は高い4)が,間作栽培した場合も産卵が遅れ

てその数も少い.このように馨卵が少いが,幼虫の生 .

存率が高くなるということは5-ゎめて注目されるとこ

ろである.

ダイズの間作または況作栽培の効果は,さきに述べ

たヒメコガネ,キタバコガ,マメシンクイガなどの場

合,主作物がいわゆる被田作物として,あるいは111作

にくらべて播種期が遅れるということで成虫の娼亘り

を回避,または軽減してそのため産卵が少くなること

のようである.また,ダイズサヤタマバェAst,hopdy･
liasp.6) も甘藷と混作して疎放環境を作ると成虫が

少く,被害が少くなる.ダイズネモダリバ工の場合は,

間作栽培すると成虫の活動に好適でない場面が多く,

そのため産卵が少いとはいうものの,幼虫甲少どまり
がよいのでその効果はかなり減殺される.したがって,

既に述べた成虫とその環境条件との関係を考えた場合,

広い両税にわたる間作栽培ほど加害を少くする効果が'

大きいものと思われる.面もrlが狭い似合はその効卿ま

少いであろうし,また,同じ間作栽培でも主作物の蛇

間が広い場合には低温や風のづよい日は,成虫のよt)

よい活動の場所となって,加告防止の効架はほとんど＼
ないばかりか,場合によっては加害を増大する納采を

招くおそれがあるものと思われる.

摘 要

1..畑地利用の上からダイズをいろいろな作物の間

作として栽培することがあるので,小麦の吐剤に栽増

した場合のダイズネモダリバエ Melanagl･01ny_"aSP.

の発生状況と加害について実験した.

2. 間作ダイズは成虫の発生期間中は小麦の問で育

つので,申作したダイズにくらべて全般に成山の発生

が少い.これは間作畑が蝉作畑より相対的にfn度が弱

く,温度が低いためである.しかし,高温または凪の

つよい時には間作畑はかえって活動には好適な群坊と
なるので成虫が多くなることがある.一

3. このように,間作畑では成虫の活動が少いのせ

産卵が遅れ .産卵部位も肢軸の各部に散らばり,その

数は少い.メ

き･ しかし,間作ダイズでは幼虫の生存率がたかく--

(
J
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56.8-81.JI,0.'で. 111作ダイズの 35.5-56.0% にく′

らペてイJ忠に補い.すなわち,qi作とmrr:ダイズの幼

dlの'/l生はそれぞれ平均1芸当り1.2,0.8頂で.問

YT･:ダイズではF'Li卵が少いわりあいに幼虫の寄生は減少
しない.

5･ 以上の成虫の括動と幼虫の寄生状僧から考えて.

ダイズを広い両肌にわたって周作栽培した場合は,こ

の'lTI出の加平軽減の効果は大きいが,両横か.挟いかあ

るいは主作物の蛭間が埠 ､場合には,効果がないばか

りか,成虫の袋まりをよくしてかえって加苔が多くな

るおそれがある.
＼
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Forutil王Z王ngthelimitedareaoHieldefficiently,

thesoybeanplantsareoftenraisedasa-catch-
ノ′

cropwithvariousothercrops.Here,theresult

/

ofstudiesiSdeSCribc(1on.theinrcstationoEthe

soybeanrootmincr･Mcla,zf7grOmy--aSp･･tOSOY
beanplantgrownagaCatCh･cropwithwheat.

Duringtheperiodofemergence ofadultflies.
zlSthesoybeanplantgrowsinterposingtherows

oEwheat,fliesappearlessinnumberthandoe白
I

inthemonoculturedsoybeanfield.Generally,in
theexperl'mentalfield,theenvironmentalcon-

ditionsarenotfavourablefortheLactivityofflieS

asthe川uminat王onintensityis.weakandtheair

temperatureiSlow owing to the c?vering of

wheatplant,Onhotorwindyday,however,as
the environmenta一conditionsbecomefavourab一e

forthef一yactivity,itisfound.thattheflies
increaseinnumberandbecomeactiye.

Inspiteofthesrhallnumberofeggs,thelarvae

ontherootofthesoybeanarenotsoless王n

numberasinthernonoc111tureEield,namely,the

ratioofsurvived一arvaetoeggsis56.8-81.4% in

theformer,but35.5-56.0% inthelatter.ItiS
noticedthattheenvironmentalconditionsinthe

experimentalfieldarenotfavourableforthefly

activitybutitisfairlygoodforthegrowth of

larvae.

OnlllCSccd･corn 九ⅠaggOti'nIIokkAido.SatoruKtTW Ŷ̂ N̂ andKiyoshiSAKURAt(Hokknido

NationalAgrI'culturalExperimentStation,Kotoni,Sapporo).RcccivedOct.24,1956. Bo抄u･

KagaktL-,22,29-33,1957,(withEn′glishresume,33).･

6･ 北海道におけるタネ′く工につし､て 桑山党 ･桜草約(凸柿省 北溶辺見菜試験場)31･10･24受理

森 川 忠 曹 博 士 舌 稀 の 質 を 心 よ り 寿 ぎ あ げ る.

タネバェの北梅迫における生活史の大要と加古性につい七述べ! 生憎にもとづく防除法について考 ･

訳し,更にそれらに関する拭鹸結果の大要を記した.

TFlH忠告博士の輝かしいお仕可のひとつにタネパエ

に関する一巡の研死:-6)がある.タネバエ Hylemyia

plaLzLTlaMeigenはヨーロッパ,アジヤ,北アメ1)カ
など広く北半球に分相す,.J著名な告虫であるが,わが

国でも-lljく松村松咋7), 佐々木,riL次郎8)両博士の著古

に氾服せられて以来,多くの!L'出illに記され 各地に

わいて印々な作物の発牙に大きな陀凹を与えてI､る･

北湖山でも主として光iJTZの.Lr虫として知られ そのfiZ

が柳 ごしいので,1929咋以降当nXm 映執こおいて各

般の釈放抑 沌 行ってきた･こFにはそれらのうちか

ら2.3の1戊机をとりまとめ小文とする.

北肘皿 こわいてクネ/ヾエのrL'がいつ切から起きたか

は明らかtでないが.lif界耶1次大帆 こよってわが国柏
Ill出花物の帖精がJG晒したため,北和泊では1917年頃
からにわかに光正の我的がはんとなり,そのrri付が急

故に相加し,fl-d咋の光正作付両肌は10万町歩･をこえる
ようになった.しかるにこのとき各地において,1控

の姐が地中で将に発芽しようとする班子の子弟を食告

し,又は幼茎に食入するT=め,多くの欠株を生じたり.

幼茎のみ抽出したりする被告が認められる､ようになり,

良家はこめ被告を俗にポーズと称して恐れたのである

が, これはまさしく本虫の加熱こよるものである】).

それ以来.本虫は文豆ばかりでなく,一大小豆,瓜額,

アスパラガス,麦凪 玉東黍'3どにもしばしば加昏し,
l
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